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「
や
す
ら
ぎ
と
ふ
れ
あ
い
に
満
ち
た

「
や
す
ら
ぎ
と
ふ
れ
あ
い
に
満
ち
た
””ほ
っ
と

ほ
っ
と““
な
ま
ち
」
を
目
指
し
て
…

な
ま
ち
」
を
目
指
し
て
…

合併した年度に生まれた北橘幼稚園年長組の園児たち合併した年度に生まれた北橘幼稚園年長組の園児たち

合併後の本市の取り組みや
　　成果をお知らせします　　成果をお知らせします

合併後５年間を振り返る合併後５年間を振り返る

　

平
成

　

平
成
1818
年
２
月

年
２
月
2020
日
の
渋
川
市
、

日
の
渋
川
市
、

伊
香
保
町
、
小
野
上
村
、
子
持
村
、

伊
香
保
町
、
小
野
上
村
、
子
持
村
、

赤
城
村
、
北
橘
村
の
６
市
町
村
合
併

赤
城
村
、
北
橘
村
の
６
市
町
村
合
併

に
よ
る
新
「
渋
川
市
」
誕
生
か
ら
５

に
よ
る
新
「
渋
川
市
」
誕
生
か
ら
５

年
が
た
ち
ま
し
た
。

年
が
た
ち
ま
し
た
。

　

市
町
村
合
併
に
当
た
り
、
合
併
市

　

市
町
村
合
併
に
当
た
り
、
合
併
市

町
村
の
建
設
を
総
合
的
か
つ
効
果
的

町
村
の
建
設
を
総
合
的
か
つ
効
果
的

に
推
進
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
な
ど

に
推
進
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
な
ど

を
目
的
に
策
定
さ
れ
た
「
渋
川
市
新

を
目
的
に
策
定
さ
れ
た
「
渋
川
市
新

市
建
設
計
画
」。
本
計
画
の
計
画
期

市
建
設
計
画
」。
本
計
画
の
計
画
期

間
は
、
平
成

間
は
、
平
成
1818
年
度
か
ら
平
成

年
度
か
ら
平
成
2727
年年

度
ま
で
の

度
ま
で
の
1010
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

年
間
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
平
成
2222
年
度
で
計
画
期
間
を
折
り
返

年
度
で
計
画
期
間
を
折
り
返

し
ま
し
た
の
で
、
合
併
か
ら
５
年
間

し
ま
し
た
の
で
、
合
併
か
ら
５
年
間

の
取
り
組
み
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ

の
取
り
組
み
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

し
ま
す
。

特 集
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■支出は７億９千万円の減少

　平成22年度の普通会計の歳入合計は、約
351億５千万円で、合併前の平成16年度と比
べると約１億９千万円の増加となっています。
　国から地方への税源移譲により地方税は若
干増加し、地方交付税も増加しましたが、地
方譲与税、各交付金などは減少しました。

　また、歳出合計は約330億４千万円で平成
16年度と比べると約７億９千万円の減少と
なっています。
　性質別では、人件費、公債費(借入金の返済)
は減少しましたが、少子高齢化対策などによ
り扶助費(支援にかかる費用)が増加しました。
　目的別では、総務費(市の事務管理、庁舎
管理、交通安全対策、防災、選挙など)が減
少し、民生費(障害者福祉、高齢者福祉、児
童福祉、保育所の管理運営、生活保護、福祉
医療など)が増加しました。

■健全な財政運営の継続

　普通会計の主要な財政指標(市区町村の財
政状況を分析するためのさまざまな分析指数
の総称)を平成22年度と平成16年度で比べる
と、数値が向上し、健全な財政運営を継続し
ていることを示しています。
　しかし、市行政を取り巻く財政状況は、今
後ますます厳しくなることが見込まれ、引き
続き経費の無駄をなくし、行財政改革に取り
組む必要があります。

300.0

380.0
（億円） 普通会計の歳入・歳出の推移

370.0
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340.0
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338.2

377.2

358.7

345.7

323.0

331.9

315.0

337.1

323.9

359.1

341.3

351.5

330.4

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22（年度）

歳入

普通会計…統一的な基準で整理、比較するための統計上の会計区分

歳出合併後

新市建設計画に位置付けられた事業の進ちょく状況

事業完了
72事業
14.7％

事業中断
29事業
5.9％

未着手
18事業
3.7％

事業廃止
59事業
12.0％

検討中
89事業
18.2％

事業実施中
223事業
45.5％

490事業

主
要
事
業
は
総
合
計
画
に

引
き
継
ぎ
順
調
に
進
ち
ょ
く

未
調
整
項
目
は

お
お
む
ね
調
整
済
み

　

新
市
建
設
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ

た
事
業
は
、「
渋
川
市
総
合
計
画
」
に

継
承
さ
れ
、
合
併
後
に
新
た
に
位
置

付
け
ら
れ
た
事
業
と
併
せ
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

新
市
建
設
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
た
事
業
は
４
９
０
事
業
で
、
そ

の
う
ち
約
６
割
の
２
９
５
事
業
が
完

了
、
ま
た
は
実
施
中
で
す
。
な
お
、

合
併
後
に
完
了
し
た
事
業
は
50
事
業

あ
り
、
そ
の
分
野
別
の
内
訳
は
、
道

路
・
交
通
・
都
市
基
盤
整
備
分
野
10

事
業
、
生
活
環
境
分
野
６
事
業
、
健

康
・
福
祉
分
野
８
事
業
、
教
育
・
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野
11
事
業
、
産
業

分
野
13
事
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
市

　

合
併
前
の
旧
６
市
町
村
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
事
業
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
旧
市
町
村

間
で
サ
ー
ビ
ス
の
基
準
な
ど
に
つ
い

て
協
力
し
合
っ
て
調
整
し
て
き
ま
し

た
が
、
合
併
に
当
た
り
調
整
が
必
要

と
さ
れ
た
項
目(

２
、
６
８
５
項
目)

の
う
ち
４
５
７
項
目
に
つ
い
て
は
、

合
併
後
に
調
整
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
合
併
後
の
調
整
も
お
お

む
ね
順
調
に
進
み
、
現
在
は
14
項
目

を
残
す
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主

な
項
目
は
、
環
境
美
化
推
進
協
議
会

補
助
金
、
公
共
的
団
体
の
統
合
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

合
併
前
で
は
、
自
宅
の
近
く
に
あ

っ
て
も
利
用
料
金
が
高
く
設
定
さ
れ

て
い
た
他
の
旧
市
町
村
の
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
が
、
合
併
に
よ
り
、

市
民
だ
れ
も
が
低
料
金
で
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
戸

籍
や
住
民
票
・
印
鑑
証
明
な
ど
の
手

続
き
が
、
本
庁
・
各
総
合
支
所
の
ど

こ
の
窓
口
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

利
便
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

民
参
加
分
野
１
事
業
、
行
財
政
運
営

１
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な

て
い

す

施
設
や
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の

利
便
性
が
向
上

特集：合併後５年間を振り返る

合
併
後
の
財
政
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

合
併
後
の
財
政
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？
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新
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

合
併
特
例
事
業
債
を
活
用

　

合
併
し
た
市
町
村
に
認
め
ら
れ
た

有
利
な
地
方
債(

借
入
金)

で
あ
る

「
合
併
特
例
事
業
債
」
は
、
平
成
22

年
度
ま
で
約
21
億
５
千
万
円
の
活
用

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
内
訳
は
、
消
防
防
災
事
業
４

件
、
幼
稚
園
建
設
事
業
３
件
、
小
学

校
耐
震
補
強
事
業
５
件
、
中
学
校
耐

震
補
強
事
業
５
件
、
公
民
館
建
設
事

業
２
件
、
そ
の
他
の
事
業
４
件
の
21

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

合
併
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
需
要
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
の
、
国
か
ら
の
財
政
支
援
で
あ
る

「
合
併
補
助
金
」
の
平
成
22
年
度
ま

で
の
交
付
額
は
約
５
億
７
千
万
円
で
、

分
野
別
の
活
用
内
訳
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

道
路
橋
り
ょ
う
分
野
５
件
、
消
防

防
災
分
野
５
件
、
学
校
教
育
分
野
４

件
、
生
涯
学
習
分
野
２
件
、
市
民
生

活
分
野
４
件
、保
健
福
祉
分
野
３
件
、

シ
ス
テ
ム
改
修
分
野
３
件
、
庁
舎
等

整
備
分
野
６
件
、
そ
の
他
の
分
野
４

件
の
計
33
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
と
平
成
16
年
度
で
比

べ
る
と
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト(

合

併
に
よ
り
自
治
体
の
規
模
を
大
き
く

す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
効
果)

を
生

か
し
て
、
人
件
費
を
約
９
億
１
千
万

円
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

削
減
の
内
訳
は
、
職
員
分
が
約
４

億
７
千
万
円
、
議
会
議
員
分
が
約
２

億
１
千
万
円
、
特
別
職
分
が
約
１
億

８
千
万
円
、
行
政
委
員
分
な
ど
が
約

５
千
万
円
で
す
。

千
万
円
で
す

一
般
職
員
数
は
50
人
の
削
減

　

一
般
職
員
の
う
ち
、
渋
川
総
合
病

院
を
除
い
た
平
成
23
年
４
月
１
日
の

職
員
数
は
８
３
８
人
で
、
合
併
前
の

平
成
17
年
４
月
１
日
と
比
べ
る
と
50

人
削
減
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
特
別
職
・
議
会
議

員
・
行
政
委
員
な
ど
は
、
旧
６
市
町

村
に
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
目
的
で
設
置
さ

れ
て
い
た
組
織
の
統
廃
合
や
見
直
し

な
ど
に
よ
り
、平
成
16
年
度
の
約
１
、

４
３
０
人
か
ら
約
４
７
０
人
削
減
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
職
員
は
第
２
次
定
員

管
理
適
正
化
計
画
を
定
め
て
、
職
員

数
の
さ
ら
な
る
削
減
を
計
画
的
に
進

め
て
い
ま
す
。

め
て
い

す

行
政
改
革
の
推
進
と

民
間
活
力
を
導
入

　

新
市
と
し
て
効
率
的
・
効
果
的
な

事
務
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
市
で

定
め
た
第
１
次
行
政
改
革
大
綱
に
よ

り
、
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
21
年
度

ま
で
の
４
年
間
で
、
人
件
費
や
地
方

債
の
繰
上
償
還
な
ど
に
よ
り
約
４
億

８
千
万
円
の
経
費
の
削
減
が
で
き
ま

し
た
。

　

未
利
用
市
有
財
産
の
売
却
や
不
動

産
公
売
な
ど
で
約
５
千
万
円
の
収
入

も
確
保
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度(

公
の

施
設
管
理
に
、
民
間
の
運
営
手
法
や

創
意
工
夫
を
活
用
し
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
効
率
的
な
管
理
運
営
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
設
け
ら
れ
た
制
度)

を
導
入
し
、
民
間
事
業
者
の
活
力
を

広
く
活
用
し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
経
費
削
減
を
図
っ
て
い
ま

す
。

件

な

て
い

す

合
併
補
助
金
の
活
用
に
よ
り

ま
ち
づ
く
り
が
進
展

件
の
計
3
件
と
な

て
い
ま
す

職
員
人
件
費
は

４
億
７
千
万
円
の
削
減

平成22年４月８日にオープンしたあかぎ診療所

小野上地区／整備が進む
小野上総合支所・小野上公民館

子持地区／移転統合整備
されたこもち幼稚園

赤城地区／改築整備された
市消防団第25分団の詰所

北橘地区／改築整備された
北橘幼稚園
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光
客
が
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
一
層
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

②
中
心
市
街
地
の
活
性
化

　

Ｊ
Ｒ
渋
川
駅
か
ら
四
ツ
角
周
辺
の

エ
リ
ア
を
中
心
市
街
地
と
し
、
こ
の

中
心
市
街
地
で
の
買
い
物
な
ど
が
し

や
す
く
、
本
市
の
魅
力
を
高
め
る
、

活
気
あ
る
ま
ち
の
拠
点
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

③
道
路
・
橋
り
ょ
う
整
備
の
推
進　

　

合
併
し
た
旧
市
町
村
の
各
地
区
が

お
互
い
に
活
発
に
行
き

来
が
で
き
る
よ
う
に
、

広
域
幹
線
道
路
の
整
備

促
進
と
新
た
な
橋
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
赤
城
町
敷
島
地

区
と
中
郷
地
区
を
結
ぶ

橋
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

合
併
特
例
事
業
債
を
活

用
し
て
平
成
26
年
度
ま

で
の
完
成
を
目
指
し
ま

す
。

　

長
引
く
景
気
の
低
迷
に
加
え
、
政

治
や
経
済
面
で
先
行
き
が
見
え
な
い

状
況
が
続
く
な
ど
、
本
市
を
と
り
ま

く
状
況
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
国
全
体
が
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
中
で
、

本
市
も
10
年
後
に
は
約
１
万
人
程
度

の
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
、
少
子
高

齢
化
の
一
層
の
進
行
が
予
測
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
子
ど
も
の
成
長
に
応

じ
た
支
援
策
を
拡
充
し
、
保
育
所
や

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
施
設
整
備

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
本
市

に
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
思

う
人
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
後
も
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を

推
進
し
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能

な
健
全
財
政
を
構
築
し
、
将
来
像
の

実
現
に
向
け
て
、
３
つ
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

  

詳
し
く
は
、
本
企
画
課(

☎
㉒
２

４
０
１)

へ
。

目
指
す
将
来
像
の

実
現
に
向
け
て

　

本
市
で
は
、「
や
す
ら
ぎ
と
ふ
れ
あ

い
に
満
ち
た
”ほ
っ
と“
な
ま
ち
」

を
将
来
像
に
設
定
し
、
次
の
３
つ
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲
げ
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

〈
３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉

①
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
創
出

　

伊
香
保
温
泉
を
本
市
の
観
光
拠
点

に
位
置
付
け
、
温
泉
街
の
整
備
や
観

伊香保石段下広場で開催されたMM
(まんなか・まんじゅう)-１

ワン

フェスティバル

知っていますか？
市の花・木・鳥

　本市の一体感を醸成し、
市民が自然に親しむ象徴
となる市の花・木・鳥を
平成21年度に制定しま
した。

■市の花「あじさい」
　市内では、
小野池あじ
さい公園や
渋川市総合
公園など多
くの公共施
設に植栽さ
れ、その育成に市民のボ
ランティア活動もかかわ
っています。また、花び
らが仲良く集まって咲く
姿が、合併して一つにな
った市のイメージに合っ
ています。

■市の木「もみじ」
　初夏の新
緑と秋の紅
葉との色の
対比が素晴
らしく、葉
の色の移り
変わりに四
季を感じさせ、本市が豊
かな自然に恵まれている
ことを実感させてくれま
す。また、人の形に似た
モミジの葉が、手と手を
取り合って新市が一体に
なるイメージを感じさせ
ます。

■市の鳥「ほととぎす」
　花鳥風月
の鳥を代表
するといわ
れる夏の渡
り鳥で、市
内に生息し、
その美しい
鳴き声が、自然の豊かさ
と雄大さを表します。明
治の文豪徳

と く

冨
と み

蘆
ろ

花
か

が、小
説「不

ほ と と ぎ す

如帰」の舞台とし
て伊香保を登場させ、伊
香保温泉の名が全国に広
がるきっかけとなりまし
た。

渋川地区／第二庁舎１階に
移転整備された渋川保健
センターと渋川公民館

伊香保地区／延伸整備された
伊香保石段街

特集：合併後５年間を振り返る

合併後にはどのよう合併後にはどのよう

な施設整備などが行な施設整備などが行

われたの？われたの？
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市政ニュースⅠ

特別滞納整理のお知らせ特別滞納整理のお知らせ

納期の過ぎた税金の納付はお早めに
　

税
は
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
健

康
な
暮
ら
し
を
す
る
た
め
に
、
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
道

路
や
橋
の
整
備
、
教
育
や
福
祉
の

充
実
な
ど
、豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

支
え
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

　

市
で
は
、
市
税
滞
納
額
の
縮
小

と
収
納
率
向
上
を
目
指
し
、
11
月

と
12
月
の
２
カ
月
間
を
特
別
滞
納

整
理
期
間
と
し
て
市
役
所
全
体
で

取
り
組
み
ま
す
。

市
職
員
が
戸
別
訪
問

　

市
税
を
納
期
限
が
過
ぎ
て
も
納

め
て
い
な
い
人
に
は
、
督
促
状
や

催
告
書
を
送
り
自
主
的
な
納
税
を

促
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
ま
だ

納
税
が
済
ん
で
い
な
い
人
の
お
宅

へ
は
、
今
回
、
特
別
滞
納
整
理
員

が
直
接
訪
問
し
、
未
納
の
市
税
を

徴
収
し
ま
す
。

市
税
を
滞
納
す
る
と　

〈
延
滞
金
の
加
算
〉

　

期
限
内
納
税
者
と
の
負
担
の
公

平
や
期
限
内
納
税
の
促
進
の
た
め
、

完
納
ま
で
の
日
数
に
応
じ
、
年

14
・
６
㌫(

１
カ
月
を
経
過
す
る

ま
で
の
間
は
、
年
４
・
３
㌫)

の

割
合
で
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

〈
差
し
押
さ
え
の
実
施
〉

　

市
で
は
、
納
税
に
つ
い
て
理
解

が
得
ら
れ
な
い
人
や
意
図
的
に
納

税
し
な
い
人
な
ど
、
納
税
に
誠
意

の
な
い
滞
納
者
な
ど
に
対
し
、
地

方
税
法
に
基
づ
く
財
産(

不
動
産
、

預
貯
金
、
給
与
、
車
両
、
動
産
な
ど)

調
査
の
上
、
差
し
押
さ
え
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
22
・
23
年

度(
９
月
末
現
在)

の
差
し
押
さ
え
実

績
は
、
別
表
１
の
と
お
り
で
す 

。

　

さ
ら
に
、
国
民
健
康
保
険
税
や
介

護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
次
の
よ

う
な
措
置
が
別
途
講
じ
ら
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
す
る
と

　

保
険
証
の
有
効
期
間
が
短
い

「
短
期
保
険
証
」
や
、
病
院
な
ど
の

窓
口
で
医
療
費
の
全
額
を
一
時
負
担

す
る
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
資

格
証
明
書
」
が
保
険
証
の
代
わ
り

に
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
滞
納
が
続
く
と

　

１
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際
に
支
払

う
利
用
料
が
一
時
全
額
自
己
負
担

に
な
り
ま
す
。
２
年
以
上
続
い
た

場
合
に
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
自

己
負
担
が
１
割
か
ら
３
割
へ
と
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

平
日
延
長
窓
口
の
ご
案
内

　

納
税
課
で
は
、
毎
週
火
曜
日(

祝

休
日
の
場
合
は
、
翌
日)

と
毎
月

末
の
平
日
５
日
間
は
、
午
後
７
時

ま
で
、ま
た
、毎
月
最
終
日
曜
日
は
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
納

税
や
市
税
の
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
な
お
、
火
曜
日
の
延
長

窓
口
以
外
は
、
本
庁
舎
北
側
の
通

用
口
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
に
お
困
り
の
人
は

　

災
害
や
盗
難
、
本
人
や
家
族
の
病

気
、
事
業
の
廃
止
や
休
止
な
ど
の
事

情
に
よ
り
、
市
税
の
納
期
ご
と
の
納

付
が
ど
う
し
て
も
困
難
な
人
に
つ
い

て
は
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
本
納
税
課(

☎
㉒
２

３
９
０)
へ
。

1111
・・
1212
月
は
月
は

市
税
の
特
別
滞
納
整
理
期
間
で
す

市
税
の
特
別
滞
納
整
理
期
間
で
す

差し押さえなどの実施状況

財産の種類
平成22年度 平成23年度(９月末現在) 合計

差し押さえ(件) 換価による税収(円) 差し押さえ(件) 換価による税収(円) 差し押さえ(件) 換価による税収(円)

不動産 8 512万9,300 6 0 14 512万9,300 

債
権

預貯金 550 2,750万7,967 254 1,262万4,116 804 4,013万2,083 
出資金 16 47万6,500 8 15万9,000 24 63万5,500 
所得税還付金 22 767万146 184 513万9,095 206 1,280万9,241 
生命保険 21 276万3,457 13 224万5,393 34 500万8,850 
その他 29 868万2,410 9 524万 38 1,392万2,410 

動産(自動車など) 0 0 0 0 0 0 
計 646 5,222万9,780 474 2,540万7,604 1,120 7,763万7,384 

別表１
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花と食と観光を結ぶための
講演や事例発表を行います
　花と食と観光を結ぶフォーラム実行委員会で
は、花や食を活用したまちづくりを進め、交流
人口の増加や観光ネットワークの構築につな
げていくことを目的に「花と食と観光を結ぶ
フォーラム」を開催します。
とき　11月29日(火)午後１時～７時30分
ところ　市民会館
内容・会場　▷第１部＝ミニコンサート(大
ホール)　▷第２部＝講演会、事例発表(大ホール)
▷第３部＝食の交流会(小ホール)
※詳しい日程などは、別表２のとおり。
対象者　だれでも参加できます
※第１部または第２部のみの参加もできますが、
第３部の参加は、第２部の参加者に限ります。
定員　▷第１部、第２部＝800人　▷第３部＝
200人(先着順)
参加料　▷第１部、第２部＝無料　▷第３部＝
一人2,000円(当日集めます)
申込方法　参加希望者全員の氏名、性別および
代表者の電話番号、住所を郵送またはファッ
クスで二花と緑の推進室(〒377-8501・石原
80・☎㉒2219・ ㉒2132)へ
※受付後、代表者に受付票を郵送します。当日は、
必ず受付表と参加料を持参してください。
申込期限　11月15日(火)　※当日消印有効。
　詳しくは、花と食と観光を結ぶフォーラム実
行委員会(花と緑の推進室内)へ。　

　「花と食と観光を結ぶフォーラム」日程
時　　　間 内　　　容 備　　　考

第１部
午後１時～
１時45分

「花と緑のぐんまづくり
　　　　　2011in渋川」
開催記念ミニコンサート

出演：森永一
かず

衣
え

さん
(日本のまんなか しぶかわ観光大使・ソプラノ歌手)

第２部

午後２時10分～
３時20分

講演会
講師：小泉武夫さん(東京農業大学名誉教授)
演題：「郷土食の魅力、食で地域の活性化を!!」

午後３時30分～
5時10分

事例発表

①塚本こなみさん(足利フラワーパーク園長)
　テーマ：「 感動をお渡しするために!!」

②神山正久さん(小江戸川越「いも膳」店主)
　テーマ：「地元食材の活用によるまちの活性化について」

③宮崎信雄さん(ぐんま総合情報センター所長)
　 テーマ：「東京への情報発信とマスコミの活用について」

第３部
午後５時30分～
７時30分

「地元食材を活用した食の
交流会」

地元食材を活用した多彩な料理を味わいながら参加者の交流を図
ります(お楽しみ抽選会もあります)

別表２

多くの来場者でにぎわう「花と食のまちなか広場」多くの来場者でにぎわう「花と食のまちなか広場」

森永一衣さん森永一衣さん 小泉武夫さん小泉武夫さん

塚本こなみさん塚本こなみさん 神山正久さん神山正久さん 宮崎信雄さん

「花と食と観光を結ぶフォーラム」を開催します「花と食と観光を結ぶフォーラム」を開催します
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虐
待
か
ら
子
ど
も
を
守
ろ
う
！

　

老
齢
年
金
は
所
得
税
法
に
よ
り

「
雑
所
得
」
と
し
て
課
税
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
支
払
わ
れ
る
年
金
か
ら
各

種
の
控
除
を
行
い
、
残
り
の
額
か
ら

所
得
税
が
差
し
引
か
れ
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

所
得
税
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
毎
年
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬

に
か
け
て
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
る
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
に
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
期
限
ま
で

に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
告
書
を
提
出
し
な
い
と
、

扶
養
控
除
な
ど
が
受
け
ら
れ
ず
、
公

的
年
金
控
除
の
額
も
定
率(

年
金
の
支

給
額
の
25
㌫)

と
な
り
、
税
金
が
多
く

徴
収
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

送
付
該
当
者　

①
65
歳
以
上
で
１
５

８
万
円
以
上
の
年
金
を
受
け
て
い
る

人　

②
65
歳
未
満
で
１
０
８
万
円
以

上
の
年
金
を
受
け
て
い
る
人

※
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
、
非
課

税
の
た
め
、
受
給
し
て
い
る
人
に
は

送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

(

☎
０
５
７
０
│
０
５
│
１
１
６
５
・

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
☎
０
３

│
６
７
０
０
│
１
１
６
５)

へ
。

(

本
保
険
年
金
課)

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

該
当
者
に
は
申
告
書
な
ど
が
郵
送
さ
れ
ま
す

老齢年金の所得税控除のお知らせ老齢年金の所得税控除のお知らせ公民館大会・市民教養講座のご案内公民館大会・市民教養講座のご案内

11月23日 (祝 )
市民会館で開催します

【第１部 公民館大会】
時間　午後１時30分から
内容　式典・功労者表彰
【第２部 市民教養講座】
時間　午後２時30分～４時
演題　「わたしから“あり
がとう”」
講師　中島啓

けい

江
こ

さん(オペラ歌手)
入場料　無料(要入場整理券)
入場整理券配布場所　各公民館、本市
民課案内、各総合支所市民福祉課、市民
会館
入場整理券配布期限　11月18日(金)
※整理券配布場所の閉庁、休館日は除く。
【ロボコン操作体験】
時間　午前９時30分～11時
ところ　市民会館小ホール
内容　群馬工業高等専門学校、小山工業
高等専門学校(栃木県)の生徒らによる手
作りロボットのデモンストレーションと
親子で楽しむ操作体験
対象者　主に小学校高学年以上の子ども
　詳しくは、中央公民館(☎㉒4321)へ。

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す
。
児
童
虐
待
を
防
止
す

る
に
は
、
早
期
に
発
見
し
、
そ
の

家
族
を
適
切
に
支
援
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
周
り
の
私
た

ち
が
気
付
く
こ
と
、
知
ら
せ
る
こ

と
で
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
救
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

あ
な
た
の
行
動
が
、
子
ど
も
を

虐
待
か
ら
守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
第
一
歩
で
す
。

〈
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め

の
５
か
条
〉

①
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷

わ
ず
連
絡(

通
告)

②
「
し
つ
け
の
つ
も
り
」
は
言
い

訳
。
子
ど
も
の
立
場
で
判
断

③
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
。
あ
な

た
に
で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
を

④
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立

場
。
子
ど
も
の
命
が
最
優
先

⑤
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も

起
こ
り
得
る

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
に
対
す

る
重
大
な
権
利
侵
害
で
す
。
た
た

く
音
や
子
ど
も
の
叫
び
声
、
不
自

然
な
泣
き
声
が
聞
こ
え
る
な
ど
、

あ
な
た
の
周
り
に
「
虐
待
を
受

見
す
ご
す
な

幼
い
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ↖
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「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
は
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
が
実
施
す
る
日
帰
り
の
ハ

イ
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

1
お
の
が
み
三
山
と
榛
名
連
峰
を
満

喫
す
る
小
野
上
ウ
オ
ー
ク

期
日　

11
月
19
日
㈯

コ
ー
ス　

Ｊ
Ｒ
小
野
上
温
泉
駅
を
出

発
し
、
東
吾
妻
町
の
直
売
所
や
箱
島

湧
水
な
ど
を
巡
り
ま
す(

全
長
約
15

㌔
㍍)

2
秋
の
野
仏
・
棚
田
・
農
園
め
ぐ
り

期
日　

11
月
20
日
㈰

コ
ー
ス　

Ｊ
Ｒ
小
野
上
温
泉
駅
を
出

発
し
、
小
野
上
地
区
の
里
山
を
巡
り

ま
す(

全
長
約
10
㌔
㍍)

〈
各
コ
ー
ス
の
共
通
事
項
〉

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
11
時

集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
小
野
上
温
泉
駅
前

※
受
付
後
は
自
由
散
策
。

定
員　

３
０
０
人(

先
着
順)

※
連
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

参
加
料　

無
料

持
参
す
る
も
の　

昼
食
、
歩
き
や
す

い
服
装
、
タ
オ
ル

申
込
方
法　

電
話
で
駅
か
ら
ハ
イ
キ

ン
グ
事
務
局(

☎
０
３
―
５
７
１
９

―
３
７
７
７)

へ

※
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp
s://w

w
w
.jreast.co

.jp
)

か

ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

※
電
話
で
の
受
付
は
、
午
前
10
時
〜

午
後
５
時
ま
で(

土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く)

。

※
観
光
課
で
の
申
込
受
付
は
で
き
ま

せ
ん
。

申
込
期
限　

11
月
16
日
㈬

　

詳
し
く
は
、
二
観
光
課(

☎
㉒
２

８
７
３)

へ
。

申
し
込
み
は
11
月
16
日
ま
で
に
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
事
務
局
へ

小
野
上
温
泉
駅
か
ら
始
ま
る
２
つ
の
散
策
コ
ー
ス

駅からハイキングの参加者を募集します駅からハイキングの参加者を募集します

渋川地区と赤城地区の
自治会で山車やテントを整備
　(財)自治総合センターでは、自
治宝くじの収益金により、地域の健
全な発展や宝くじの普及を目的に、
自治会などのコミュニティー事業
に対して助成事業を行っています。
　このたび、渋川地区金井南町自
治会と赤城地区22自治会では、こ
のコミュニティー助成事業により、
それぞれ次の備品を整備しました。
(本市民生活課・赤城総合支所市民
福祉課）

け
て
い
る
の
で
は
？
」
と
思
わ
れ

る
子
ど
も
が
い
た
ら
、
迷
わ
ず
通

報
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
本
こ
ど
も
課(

☎

㉒
２
４
１
５)

へ
。

JR小野上温泉駅から始まるハイキングです

市戦没者追悼式を開催
　先の大戦における戦没者を追悼
するとともに、恒久平和を祈念す
るため、無宗教献花方式による式
典を行います。また、式典終了後
は、小学生平和推進啓発作文コン
クール入選者の朗読を行います。
とき　11月17日(木)午後１時
ところ　市民会館大ホール
対象者　戦没者の遺族、一般の人、
作文朗読者の関係者
　詳しくは、本社会福祉課(☎㉒
2115)へ。

子どもの虐待に関する通報先

通報先 電話番号 備考

こども課「家庭児童相談室」 22-3443 月～金曜日
午前８時30分～午後５時15分
(祝日・年末年始を除く)

県中央児童相談所 027-261-1000

県中央児童相談所北部支所 20-1010

こどもホットライン24
（24時間対応）

0120-783-884 フリーダイヤル

027-263-1100 携帯電話から

渋川警察署 23-0110 ※緊急を要する場合は、
110番通報してください。こどもの悩み110番 24-8911

みんなで守ろう！子どもの笑顔(通報は匿名でもかまいません）

赤城地区の22自治会で整備されたテント

渋川地区
金井南町
自治会で
新調され
た山車

↖

宝くじによる地域づくり宝くじによる地域づくり
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ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
と
は
？

 

　

ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
は
、
暖
房
に
必

要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量
を
減

ら
す
こ
と
な
ど
で
、
二
酸
化
炭
素

の
発
生
量
を
削
減
し
、
地
球
温
暖

化
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

環
境
省
で
は
、
冬
期
、「
寒
い
と

き
に
は
着
る
、
過
度
に
暖
房
機
器

に
頼
ら
な
い
」
と
い
う
原
点
に
立

ち
返
り
、
暖
房
の
設
定
温
度
が
20

℃
で
も
快
適
な
生
活
様
式
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。

は
じ
め
よ
う

「
う
ち
エ
コ
！
」
ラ
イ
フ

　
「
う
ち
エ
コ
！
」
と
は
、
衣い

食
し
ょ
く

住じ
ゅ
う

を

通
じ
て
「
家
の
中
」
で
で
き
る
地
球

温
暖
化
対
策
で
す
。

　
「
う
ち
エ
コ
！
」
は
、
身
近
な
こ

と
か
ら
気
軽
に
始
め
ら
れ
る
た
め
、

簡
単
な
こ
と
か
ら
一
つ
実
践
す
る

ご
と
に
、
自
分
に
も
地
球
に
も
確

実
に
役
立
つ
こ
と
と
な
り
ま
す
。

①
衣
の
「
う
ち
エ
コ
！
」

　

ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

シ
ー
ン
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
家
の
中
で
も
身
に
付
け
る

も
の
を
工
夫
し
て
、
暖
か
さ
を
保

ち
ま
し
ょ
う
。

☆
外
気
に
触
れ
や
す
い
首
や
手
首
、

足
首
を
、
マ
フ
ラ
ー
や
厚
手
の
靴

下
な
ど
で
温
め
ま
し
ょ
う

☆
フ
リ
ー
ス
や
遠
赤
外
線
効
果
の

あ
る
素
材
な
ど
、
保
温
性
の
高
い

衣
服
を
選
び
、
体
を
し
っ
か
り
温

め
ま
し
ょ
う 

②
食
の
「
う
ち
エ
コ
！
」

　

食
も
工
夫
次
第
で
「
う
ち
エ
コ
！
」

に
な
り
ま
す
。
冬
の
食
事
は
、
体
の

中
か
ら
温
ま
る
食
材
を
使
っ
た
り
、

調
理
方
法
を
工
夫
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

☆
根
菜
、
香
辛
料
な
ど
体
を
温
め

る
食
材
を
食
べ
ま
し
ょ
う 

☆
鍋
を
火
に
か
け
る
と
き
は
、
鍋

底
か
ら
炎
が
は
み
出
な
い
よ
う
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

☆
買
い
物
に
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を

持
参
し
、
簡
易
包
装
の
商
品
を
選

ぶ
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う

③
住
の
「
う
ち
エ
コ
！
」

　

家
電
製
品
の
選
び
方
や
使
い
方
、

住
宅
設
備
に
注
目
す
る
と
、
知
ら

ぬ
間
に
節
約
で
き
た
り
、
家
事
が

楽
に
な
る
こ
と
で
、
時
間
や
家
計

に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
ま
す
。そ
し
て
、

気
持
ち
に
ゆ
と
り
が
で
き
る
こ
と

で
、
毎
日
を
楽
し
く
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

☆
家
電
製
品
を
買
い
替
え
る
際
は
、

省
エ
ネ
性
能
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

☆
エ
ア
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
は
定

期
的
に
掃
除
し
、
暖
房
効
率
を
上

げ
ま
し
ょ
う

☆
カ
ー
テ
ン
や
断
熱
材
を
効
果
的

に
使
っ
て
、
入
り
口
や
窓
、
床
か

ら
熱
を
逃
が
さ
な
い
よ
う
工
夫
し

ま
し
ょ
う 

今
年
の
冬
か
ら
早
速
実
践
！

　
「
ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
」
や
「
う
ち
エ

コ
！
」
を
実
践
す
る
と
、
過
度
な

暖
房
に
頼
ら
な
く
て
も
、
日
々
の

生
活
を
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
を
少
し
工

夫
す
る
こ
と
で
、
家
庭
の
中
か
ら

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

(

本
環
境
課)

　環境省では、冬の地球
温暖化対策の一つとして
11月1日～３月31日まで
を「ウオームビズ」期間
とし、暖房時の室温を20
℃設定で、心地良く過ご
すことのできるライフス
タイルを推進しています。
　今年は、東日本大震災
の影響による節電はもち
ろん、エネルギー全般の
使い方を見直し家庭や職
場で楽しくできる「ウオー
ムビズ」を提案しています。

「衣・食・住」も工夫
次第で地球温暖化防止

家
庭
で
も
ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
を
実
践
し
ま
し
ょ
う

環境省のウオームビズキャラクター環境省のウオームビズキャラクター
あったか忍者あったか忍者
あった丸あった丸
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
の
防
止

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
お
互

い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

を
目
指
し
て
人
権
感
覚
を
養
う

こ
と
を
目
的
に
、
人
権
問
題
を

取
り
上
げ
、
考
え
て
も
ら
う
機

会
を
提
供
し
ま
す
。

　

第
１
回
目
は
、
解
決
す
べ
き

人
権
問
題
と
し
て
県
が
提
案
し

て
い
る
11
の
重
要
課
題
の
中
か

ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す

る
問
題
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
と
そ
の
技
術
は
、
著
し
く

進
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

私
た
ち
は
、
情
報
の
収
集
と
自

ら
の
情
報
発
信
が
容
易
に
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
利
便
性
の
反
面
、
フ

ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
や
有
害
情
報

の
は
ん
ら
ん
、
差
別
的
な
書
き

込
み
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
悪
用
し
た
事
件
が
頻
繁
に
発

生
す
る
社
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
心
な
い
差
別
的
な

書
き
込
み
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
特
性
に
よ
り
、
瞬
時
に
情

報
が
無
法
に
広
が
る
た
め
、
人

の
心
を
傷
付
け
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
現
代
社
会
が
抱
え
る

深
刻
な
人
権
問
題
の
一
つ
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
人
権
侵
害
を
防
止
す

る
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
モ
ラ

ル
や
意
識
の
向
上
が
必
要
不
可

欠
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

(

市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
委

員
・
二
生
涯
学
習
課)

どもに母乳を与えられなかったり、女性用の
下着を干すことができないなどの問題があり
ました。
　これは、防災や災害対応の中で、子育てや
介護への配慮がされていない、生活者として
の視点が反映されていないことが背景にある
といわれています。防災についての話し合い
や、避難所の運営に、地域の女性が参画して

　男性と女性が力を合わせて考えていかなけ
ればならない分野に「防災」があります。今
年３月に発生した東日本大震災では、男女共
同参画の視点からも多くの問題が浮上しまし
た。
　被災地の避難所では、当初、女性用の更衣
室がないために女性が布団の中で周囲を気に
しながら着替えたり、授乳室がないために子

いないということです。
　地域には、男性も女性も暮らしています。
いざというときに、お互いが助け合えるまち
であるには、平時から互いに尊重し合い、地
域の一員として認め合うことから始まります。
男性だけでなく、女性の視点でも地域の防災
を考え直してみることが必要です。

(本市民生活課)

男女共同参画で災害対策にも女性目線を

輝輝 くく 明明 日日 にに 向向 けけ てて 男女共同参画 22

育
て
よ
う
！
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識

育
て
よ
う
！
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
Vol.1
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子持ふれあい公園で市消防団の秋季点検
“家庭の防火リーダー”女性消防隊がポンプ操法を披露

　市消防団の秋季点検が10月２日、

子持ふれあい公園で開催されまし

た。この日出動した280人の団員は、

市長から姿勢・服装点検を受けた

ほか、小隊訓練、ラッパ吹奏訓練な

どを実施。また、市女性消防隊によ

る軽可搬ポンプ操法も披露されま

した。同隊は、10月19日に横浜市

で開催された全国女性消防操法大

会に本県代表として出場しました。

軽可搬ポンプを使用し、迅速かつ的確な操法を披露する女性消防隊員

みんなで風船をつなげ
て大きな花束に（左）
シブめしグランプリを
受賞した大学生（右上）
と「しぶコロ」（右下）

　“まちサポ”の「花と緑のぐんまづくり」特別イベントが、10月１
日に渋川ネイブルスクエアで行われました。各種コーナーが設けられ
る中、バルーン遊びは、来場者と一緒に風船の花束を作って大盛況。
また、高崎経済大生が考えた渋川の新名物「シブめし」７品の販売と
人気投票が行われ「しぶコロ」がグランプリに輝きました。

中心市街地まちづくり市民サポーターによる「まちなか交流広場イベント」
観客も一緒に楽しむバルーン遊びや「シブめし」グランプリ



Photo Topics
Photo Topics

13

橘北小学校の５年生が「稲刈り・脱穀体験」
自分で植えた稲の成長と貴重な体験に大満足の児童たち

　10月11日に橘北小学校で開催

された「稲刈り・脱穀体験」。６月

に田植えをした５年生の児童たち

が、たわわに実った稲を鎌
かま

を使っ

て手作業で刈りました。その後、

千
せん

把
ば

扱
こ

きや足踏み脱穀機を使い脱

穀にも挑戦。「慣れない作業で少し

疲れた」と言いながらも、自分で

植えた稲の成長と貴重な体験に大

満足の様子でした。

稲刈りに熱中（左）、踏ん張りをきかせて脱穀体験（右）

白熱するチーム対抗綱
引き（左）　「いち、に」と
声を掛け合い進む百

む か で

足
競争（右上）　選手の奮
闘に大きな声援（右下）

　10月９日に子持中学校の校庭で行われた「子持地区市民体育祭」。
13自治会が15に分かれて構成したチームのほか、幼稚園、小・中学
生などが参加し、思い切り体を動かしました。13種目行われた競技中、
全チームが競った綱引きでは、試合が終わると真剣な表情も一転。
「もう力が入らない」と、参加者に笑顔がこぼれました。

子持地区で「第46回子持地区市民体育祭」開催
子持地区の約2,300人が13種目の競技に挑む
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第６回 やすらぎとふれあいに満ちた
“ほっと”なまちフェスティバル

～ダンスステージやヒーローショー、体験教室も盛りだくさんの楽しい１日！～

11
12土

　しぶかわ農業フェアと工業技
術振興展、消費生活展を同時に
開催する「やすらぎとふれあい
に満ちた“ほっと”なまちフェ
スティバル」。
　今年は、格闘技を取り入れた
ダンスで人気のある「虎

こ

舞
ぶ

士
し

」
が、ダンスステージを行います。
また、群馬が生んだヒーロー「超
速戦士Ｇ

ジー

-Ｆ
フ ァ イ ブ

ＩＶＥショー」や
華やかで楽しい「ちんどんショ
ー」、美人の湯として知られる
小野上温泉の足湯、パトカーや
白バイの展示、会場内５カ所を
回るスタンプラリー参加者に賞
品が当たる抽選会など、楽しい
イベント盛りだくさん。ぜひ、
お越しください。
●とき　11月12日（土）午前９
時～午後２時（雨天決行）
●ところ　市民会館
●その他　当日は、市民会館駐
車場の混雑が予想されます。送
迎用のマイクロバスを運行しま
すので、市役所本庁舎または第
二庁舎の駐車場を利用してくだ
さい

しぶかわ農業フェア

　渋川地区の農産物や農業を知
ってもらい、農業者と消費者の
交流を深め、農業の健全な発展
を目指して、さまざまな催しを
行います。
●主な催し物　農畜産物の販売、
地場産農産物の試食、バター作
り体験、丸太切り体験、竹細工
体験、ミニ牧場ほか
●問い合わせ先　二農林課（☎
㉒2593）

●主な催し物　市内企業の製品
の展示、１社１技術企業コーナ
ー、無料包丁とぎ（家庭用を１
人２本まで）、左官体験教室（「光
る泥団子作り」と「珪

けい

藻
そう

土
ど

塗
ぬり

手
形作り」・それぞれ先着30人・
参加料100円）
●問い合わせ先　二商工振興課
（☎㉒2596）

消費生活展

　暮らしの工夫と賢い消費者を
テーマに、暮らしに役立つさま
ざまなコーナーを設けます。
●主な催し物　くらしの会によ
るリフォーム作品の展示とファ
ッションショー、その他協賛団
体による相談、展示、販売など
●問い合わせ先　二消費生活セ
ンター（☎㉒2325）

工業技術振興展

　市内企業の高い技術力や品質
管理能力、製品開発力により生
産された製品・加工品を展示し
ます。躍進する本市工業の技術
をご覧ください。

●催し物案内
内　容 開始時間 会　場

「虎舞士」ダンスステージ 午前11時

小ホール
華やかで楽しいちんどんショー 午前11時30分
超速戦士 G - F I V E ショー 正午
リフォームファッションショー 午後１時
※ スタンプラリーは、午前９時30分～10時30分と午後０時30分～１時30分
の２回実施します。
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
季
節
資
金
」　　

二
商
工
振
興
課 

☎
㉒
２
５
９
６

　

市
で
は
、
市
内
の
中
小
企
業
者

を
対
象
に
「
中
小
企
業
季
節
資
金
」

の
融
資
を
実
施
し
ま
す
。

融
資
限
度
額　

１
、
０
０
０
万
円

以
内

融
資
利
率　

１
・
８
㌫
以
内

※
信
用
保
証
付
は
１
・
６
㌫
以
内
。

融
資
期
間　

６
カ
月
以
内

融
資
対
象
者　

市
内
に
店
舗
、
工

場
ま
た
は
事
業
所
が
あ
り
１
年
以

上
継
続
し
て
同
一
事
業
を
営
ん
で

い
る
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
中

小
企
業
者

申
込
窓
口　

取
扱
金
融
機
関（
市

内
の
銀
行
・
信
用
金
庫
・
信
用
組
合
）

融
資
取
扱
期
限　

平
成
24
年
３
月

30
日
㈮（
金
融
機
関
の
休
業
日
を

除
く
）徳

冨
蘆
花
追
悼
茶
会

徳
冨
蘆
花
記
念
文
学
館

 

☎
72
２
２
３
７

と
き　

11
月
18
日
㈮
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ　

徳と
く

冨と
み

蘆ろ

花か

記
念
文
学
館

内
容　

静
翠
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

お
茶
会

参
加
料　

５
０
０
円（
和
菓
子
付

き
）

参
加
方
法　

当
日
、
直
接
徳
冨
蘆

花
記
念
文
学
館
へ

市
民
総
合
文
化
祭

演
技
部
門
発
表
会

二
生
涯
学
習
課　

☎
㉒
２
５
０
０

　

入
場
は
、い
ず
れ
も
無
料
で
す
。

〈
歌
舞
伎
発
表
会
〉

と
き　

11
月
13
日
㈰
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

内
容　

市
内
４
座
に
よ
る
歌
舞
伎

の
発
表

〈
ダ
ン
ス
発
表
会
〉

と
き　

11
月
20
日
㈰
午
後
０
時
30

分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

内
容　

タ
ン
ゴ
、
ル
ン
バ
、
ワ
ル

ツ
な
ど
社
交
ダ
ン
ス
の
発
表

〈
邦
楽
発
表
会
〉

と
き　

11
月
27
日
㈰
午
後
１
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

北
橘
公
民
館
ホ
ー
ル

内
容　

琴
、
尺
八
、
三
味
線
、
謡

曲
な
ど
邦
楽
の
発
表

募　

集

募　

集

お
正
月
飾
り
づ
く
り
教
室

文
化
財
保
護
課　

☎
52
２
１
０
２手作りの本格お正月飾りで新年を

と
き　

12
月
11
日
㈰
午
前
９
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

北
橘
歴
史
資
料
館

内
容　

稲
わ
ら
を
使
っ
た
お
正
月

飾
り
づ
く
り（
お
顔
が
く
し
・
中

シ
メ
な
ど
）

講
師　

今
井
權ご

ん

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん（
北
橘

町
真
壁
）

定
員　

15
人（
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
料　

無
料

持
参
す
る
も
の　

せ
ん
定
ば
さ
み
、

切
り
出
し
ナ
イ
フ（
カ
ッ
タ
ー
ナ

イ
フ
可
）、
半
紙
２
〜
３
枚

申
込
方
法　

電
話
か
直
接
北
橘
歴

史
資
料
館（
☎
52
４
０
９
４
）へ

申
込
期
限　

11
月
27
日
㈰

※
受
付
は
、
月
曜
日
と
祝
日
の
翌

日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。

日々の練習の成果を見に来ませんか？

1111月月1515日から日から
  狩猟が解禁になります狩猟が解禁になります

二農林課　☎㉒2593

　11月15日（火）から来年２月15日
（水）までの間、狩猟が解禁になります。
※シカとイノシシ猟は、来年２月28
日（火）まで。わな猟と銃器による止め
さしは、３月15日（木）まで可。
　この期間中に山などに入る場合は、
十分に注意し、目立つ服装で狩猟者に
注意を促すようにしてください。
　また、解禁日から約１週間と、休日
には、多くの狩猟者が狩りをしますの
で、特に、注意してください。
　なお、狩猟者が、人、家畜、建物は
もちろんのこと、農作物に被害を与え
ることも法律で固く禁じられています。
このような違反があった場合は、すぐ
に、最寄りの交番または渋川警察署（☎
㉓0110）へ連絡してください。
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国
際
理
解
講
座「
想
像
以
上
！

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
」

本
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局（
企

画
課
内
） 

☎
㉒
２
３
９
６イタリア文化を楽しく学んだ昨年度の講座の様子

　

今
回
は
、２
０
１
０
年
に
Ｆフ

ィＩ

Ｆフ

ァＡ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ

れ
た
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
に
つ
い

て
、同
国
出
身
の
講
師
を
招
き
、日

本
文
化
と
の
違
い
を
楽
し
く
学
び

ま
す
。

と
き　

11
月
27
日
㈰
午
後
２
時
〜

４
時（
予
定
）

と
こ
ろ　

二
渋
川
公
民
館

内
容　

▽
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の

歴
史
・
文
化
・
生
活
に
つ
い
て　

▽
南
ア
フ
リ
カ
ン
ソ
ー
セ
ー
ジ
と

ル
イ
ボ
ス
茶
で
交
流

※
ブ
ブ
ゼ
ラ（
楽
器
）も
登
場
し
ま

す
。

講
師　

ナ
ヤ
ラ
ン
・
ム
ー
ド
リ
ー

さ
ん（
市
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

定
員　

50
人（
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
市
国
際
交
流

協
会
事
務
局
へ

申
込
期
限　

11
月
17
日
㈭

日
本
の
ま
ん
な
か
し
ぶ
か
わ

彩さ
い

発
見
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

二
観
光
課 

☎
㉒
２
８
７
３

　

市
観
光
協
会
で
は
、
市
内
の
魅

力
あ
る
観
光
資
源
を
広
く
宣
伝
す

る
と
と
も
に
、
隠
れ
た
観
光
資
源

を
再
発
見
す
る
た
め
、
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

対
象
作
品　

市
内
の
四
季
折
々
の

自
然
景
観
・
祭
事
・
文
化
財
・
観

光
施
設
な
ど
、
観
光
宣
伝
に
ふ
さ

わ
し
い
写
真（
１
年
以
内
に
撮
影

し
た
未
発
表
作
品
に
限
る
）

写
真
の
大
き
さ　

カ
ラ
ー
プ
リ
ン

ト
四
つ
切
サ
イ
ズ（
デ
ジ
タ
ル
可

・
銀
写
真
に
限
る
）

応
募
点
数　

制
限
な
し

賞　

賞
状
お
よ
び
賞
金（
会
長
賞

５
万
円
ほ
か
）ま
た
は
賞
品

※
賞
は
平
成
24
年
２
月
下
旬
に
発

表
し
ま
す
。
ま
た
、入
賞
作
品
は
、

展
示
会
で
披
露
す
る
ほ
か
、
観
光

協
会
作
成
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
掲
載
さ
れ
ま

す
。

応
募
方
法　

作
品
の
裏
面
に
応
募

票（
観
光
課
お
よ
び
左
表
の
市
内

組
合
加
盟
店
に
あ
り
ま
す
）を
添

付
し
て
、
観
光
課
ま
た
は
群
馬
県

写
真
材
料
商
組
合
加
盟
店
に
持
参

※
観
光
課
に
提
出
の
場
合
は
、
市

役
所
閉
庁
日
を
除
く
。

応
募
期
限　

平
成
24
年
１
月
31
日

㈫(

必
着)

【
応
募
の
注
意
】

①
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者

に
属
し
ま
す
。

②
人
物
を
撮
影
し
た
作
品
は
、
被

写
体
本
人
の
承
諾
を
得
た
作
品
の

み
と
し
ま
す
。

③
入
賞
作
品
は
、
原
版（
ネ
ガ
・
ポ

ジ
・
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
な
ど
）を
期

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
選
外
作
品
は
、
提
出
場
所
を
経

由
し
て
返
却
し
ま
す
。

群馬県写真材料商組合市内加盟店

店　名 住　所 電話番号

モトキカメラ総合館 石原204-1 25-1488

加 藤 カ メ ラ 店 渋川（辰巳町）1819-5 22-3045

オバタ写真材料店 渋川（坂下町）2110 22-3877

ア ー ト 写 真 渋川（坂下町）852-13 22-1470

広告募集中

本紙の有料広告募集中
市内約3万1,000世帯に配布されます

規格・掲載料（１回）　▷A区画（縦4.9㎝×横
8.7㎝）＝１万5,000円　▷B区画（縦4.9㎝×横
17.7㎝）＝３万円
問い合わせ先　本広報情報課（☎㉒2320）



「グラフしぶかわ」「グラフしぶかわ」の裏表紙に広告をのせませんか？ 本広報情報課☎㉒2320

17

□伊香保総合支所 ☎72-3155
□小野上総合支所 ☎59-2111
□子持総合支所 ☎24-1211

各総合支所の電話番号

□赤城総合支所 ☎56-2211
□北橘総合支所 ☎52-2111

図
書
館

図
書
館

ひ
ょ
う
た
ん
作
品
展

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

11
月
９
日
㈬
〜
23
日
㈷
午

前
９
時
〜
午
後
６
時（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
は
午
後
５
時
ま
で
・
月

曜
日
は
休
館
）

と
こ
ろ　

市
立
図
書
館

内
容　

吉
原
章
次
さ
ん（
川
島
）が

制
作
し
た
ひ
ょ
う
た
ん
作
品
の
展
示

子
ど
も
映
画
会

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

11
月
12
日
㈯
午
後
２
時

と
こ
ろ　

市
立
図
書
館

内
容　
「
に
ゃ
ー
ご
」「
ぶ
た
く
ん

と
１
０
０
ぴ
き
の
お
お
か
み
」「
ブ

レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
」「
七
五
三

と
子
ど
も
た
ち
」

参
加
料　

無
料

萌
え
の
子
お
は
な
し
会

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

11
月
19
日
㈯
午
後
２
時

と
こ
ろ　

市
立
図
書
館

内
容　

▽
絵
本
＝
「
イ
モ
ム
シ
か

い
ぎ
」「
や
ま
で
ら
の
か
ん
の
ん

さ
ま
」「
あ
い
つ
も
と
も
だ
ち
」

▽
紙
芝
居
＝
「
ち
か
ら
た
ろ
う
」

参
加
料　

無
料

映
画
鑑
賞
会

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

11
月
20
日
㈰
午
後
２
時

と
こ
ろ　

市
立
図
書
館

内
容　
「
ク
ラ
バ
ー
ト
〜
闇
の
魔

法
学
校
〜
」（
監
督
：
マ
ル
コ
・

ク
ロ
イ
ツ
パ
イ
ン
ト
ナ
ー
／

主

演
：
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ク
ロ
ス
／

２

０
０
８
年
・
ド
イ
ツ
映
画
）

参
加
料　

無
料

福　

祉

福　

祉

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

☎
㉓
１
７
６
５

〈
ふ
れ
あ
い
浴
場
〉

と
き　

11
月
27
日
㈰

内
容　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
浴
場
の
無
料
開
放（
市
民
の
み
）

〈
無
料
巡
回
バ
ス
の
運
行
〉

と
き　

毎
週
日
曜
日

コ
ー
ス　

午
前
９
時
15
分
金
島
駅

発
、
９
時
50
分
ス
カ
イ
テ
ル
メ
渋

川
、
10
時
15
分
渋
川
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
着
。
帰
り
は
午
後
２
時
セ

ン
タ
ー
発

〈
健
康
相
談
〉

と
き　

11
月
10
日
㈭
午
後
１
時
30

分と
こ
ろ　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

医
師　

塚
越
秀
男
さ
ん（
渋
川
／

御

蔭
）

〈
12
月
の
休
館
日
〉

５
日
㈪
、
12
日
㈪
、
19
日
㈪
、
24

日
㈯
、
26
日
㈪
、
29
日
㈭
、
30
日

㈮
、
31
日
㈯

しめ縄飾りづくり教室
文化財保護課　☎522102

とき　12月４日（日）午前９時～
正午
ところ　八木原北会館（諏訪神
社境内）
内容　古代米の稲わらを使い、
普通の稲わらより丈が長く、見
栄えの良い、しめ縄飾りを作り
ます
講師　八木原風俗習慣保存会の
皆さん
対象者　市内在住・在勤の人
定員　20人（超えた場合は抽選）
参加料　無料
申込方法　電話で文化財保護課
へ
申込期限　11月18日（金）

　市では、市町村合併からの５年間で市が取り組
んできた事業の成果と現在の市の姿を紹介する冊
子「グラフしぶかわ」を製作しています。この冊
子は、来年３月に7,000部発行し、市内全戸に回
覧した後で、希望者に差し上げる予定です。
　今回、グラフ誌の裏表紙に掲載する有料広告を
募集します。
掲載位置　「グラフしぶかわ」裏表紙
規格　Ａ４版（縦29.７㎝×横21㎝）のカラー刷り
募集対象　市内に事業所があり、市税を滞納して

いない個人または法人など
※掲載できる広告には要件があります。
募集区画　１区画（超えた場合は抽選）
掲載料　30万円
申込方法　「渋川市グラフ誌広告掲載申請書」（広報
情報課にあります）に必要事項を記入し、郵送また
は持参で広報情報課（〒377-8501・石原80）へ
※申請書は市ホームページ（http://www.city.shibu
kawa.gunma.jp/）から印刷できます。
申込期限　11月30日（水）（必着）
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BOXBOXくらしのくらしの
ぼ っ く すぼ っ く す情報情報

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
の
日

二
体
育
課　
　
　

☎
㉒
２
１
０
４

　

11
月
の
市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
の

日（
毎
月
第
２
日
曜
日
）は
、
市
民

体
育
館
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

と
き　

11
月
13
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

※
当
日
は
、
体
育
指
導
委
員
２
人

が
、
利
用
者
の
要
望
に
よ
り
、
指

導
や
助
言
を
行
い
ま
す
。

「
い
き
い
き
健
康
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」か
ら
の
お
知
ら
せ

二
体
育
課　
　
　

☎
㉒
２
１
０
４

「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
教
室
」

と
き　

11
月
８
日
㈫
〜
12
月
16
日

㈮
の
毎
週
火
・
金
曜
日
午
後
７
時

30
分
〜
８
時
30
分（
計
12
回
・
初

回
は
午
後
６
時
〜
８
時
）

と
こ
ろ　

渋
川
中
学
校
体
育
館
ほ

か内
容　

運
動
能
力
向
上
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
。
初
回
と
最
後
に
体
力
測
定

を
行
い
ま
す

対
象
者　

市
内
の
小
学
４
年
生

定
員　

30
人（
先
着
順
）

参
加
料　

３
、
０
０
０
円（
保
険

料
な
ど
）

持
参
す
る
も
の　

室
内
用
運
動
靴
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
筆
記
用
具

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

し
ぶ
か

わ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
実
践
研
究
会（
☎
㉕
２
９

２
８
）

「
11
月
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
巡

回
指
導
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
Ｊ
リ
ー
グ
な

ど
で
活
躍
し
た
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
申
込
・
問
い
合
わ
せ

は
、
渋
川
い
き
い
き
健
康
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
小
松
真
弓
さ
ん（
☎
㉔

０
１
２
０
）へ
。

〈
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
＆
ア
イ
ス

ス
ケ
ー
ト
体
験
教
室
〉

と
き　

11
月
５
日
㈯
、
12
日
㈯
、

19
日
㈯
、
26
日
㈯
午
前
９
時
〜
11

時と
こ
ろ　

▽
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

＝
コ
マ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ロ
ー

ラ
ー
リ
ン
ク（
石
原
）　

▽
ア
イ
ス

ス
ケ
ー
ト
＝
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
伊
香
保
リ
ン
ク

対
象
者　

市
内
の
小
学
生
〜
成
人

定
員　

10
人（
先
着
順
）

参
加
料　

１
カ
月
２
、
０
０
０
円

（
保
険
料
な
ど
）

そ
の
他　

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
ま

た
は
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
の
み
の
参

加
も
可
能
で
す

〈
レ
ス
リ
ン
グ
体
験
教
室
〉

と
き　

11
月
７
日
㈪
、
14
日
㈪
、

21
日
㈪
、
28
日
㈪
午
後
７
時
〜
９

時と
こ
ろ　

渋
川
中
学
校
武
道
館

対
象
者　

市
内
の
小
学
生
〜
成
人

定
員　

10
人（
先
着
順
）

参
加
料　

１
カ
月
３
、
０
０
０
円

（
保
険
料
な
ど
）

持
参
す
る
も
の　

運
動
の
で
き
る

服
装

〈
サ
ッ
カ
ー
体
験
教
室
〉

と
き　

11
月
４
日
㈮
、
11
日
㈮
、

18
日
㈮
、25
日
㈮
午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ　

渋
川
北
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド

対
象
者　

市
内
の
小
学
生
〜
成
人

定
員　

10
人（
先
着
順
）

参
加
料　

１
カ
月
３
、
０
０
０
円

（
保
険
料
な
ど
）

持
参
す
る
も
の　

運
動
の
で
き
る

服
装
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案内
「
税
を
考
え
る
週
間
」

　

11
月
11
日
㈮
〜
17
日
㈭
は
「
税

を
考
え
る
週
間
」
で
す
。
今
年
度

は
「
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事
」

を
テ
ー
マ
に
し
て
、
税
の
役
割
や

適
正
で
公
平
な
課
税
と
徴
収
の
実

現
に
向
け
た
国
税
庁
、
国
税
局
お

よ
び
税
務
署
の
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
ｅイ

ー

－

Ｔタ
ッ
ク
ス

ａ
ｘ
の
利
用
促
進
に
向
け
た

情
報
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

高
崎
税
務
署

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

４
７
１
１
）

募集
陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
学
生

●
受
験
資
格　

中
学
卒
業（
見
込

含
む
）の
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男

子　

●
受
付
期
限　

平
成
24
年
１

月
６
日
㈮　

●
一
次
試
験
日　

１

月
14
日
㈯　

●
問
い
合
わ
せ
先　

前
橋
募
集
案
内
所（
☎
０
２
７

－
２
３
３

－

８
９
６
０
）

案内
紹
介
者
同
伴

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

●
と
き　

11
月
27
日
㈰
午
後
５
時

30
分
〜　

●
と
こ
ろ　

ア
ネ
ー
リ

渋
川（
金
井
）　

●
内
容　

紹
介
者

に
愛
の
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
役
を
し
て

も
ら
う
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す　

●
参
加
資
格　

紹
介
者
ま
た
は
婚

活
希
望
者（
独
身
者
に
限
る
）が
市

内
在
勤
の
人　

※
紹
介
者
が
い
な

く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。　

●
定
員

男
女
各
20
人　

●
参
加
料　

一
人

２
、
０
０
０
円（
紹
介
者
、
婚
活

希
望
者
同
額
） 

●
申
込
期
限　

11

月
15
日
㈫　

●
問
い
合
わ
せ
先　

渋
川
商
工
会
議
所（
☎
㉕
１
３
１

１
）講演

渋
川
北
群
馬
地
区

学
校
保
健
会
講
演
会

●
と
き　

11
月
30
日
㈬
午
後
２
時

〜
４
時　

●
と
こ
ろ　

金
島
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー　

●
内
容　

学
校

に
お
け
る
安
全
教
育
と
危
機
管
理

に
つ
い
て　

●
講
師　

矢
崎
良
明

さ
ん（
全
国
学
校
安
全
教
育
研
究
会

会
長
）　

●
入
場
料　

無
料　

●
問

い
合
わ
せ
先　

渋
川
北
群
馬
地
区

学
校
保
健
会
事
務
局（
☎
㉒
２
１
２
１
）

案内
西
群
馬
病
院
第
９
回

市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー

●
期
日  

11
月
26
日
㈯  

●
と
こ
ろ

ア
ネ
ー
リ
渋
川（
金
井
）　

●
内
容

・
時
間　

▽
が
ん
無
料
相
談
会
、

健
康
測
定
な
ど（
午
後
１
時
30
分

〜
）　

▽
セ
ミ
ナ
ー（
午
後
３
時
〜
）

＝
放
射
線
の
基
礎
知
識（
都
丸
好
孝

さ
ん
・
医
学
物
理
士
）、
が
ん
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て（
山
田
尚

子
さ
ん
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

●
参
加
料　

無
料　

●
参
加
方
法

直
接
会
場
へ　

●
問
い
合
わ
せ
先

西
群
馬
病
院（
☎
㉓
３
０
３
０
）

講習
ぐ
ん
ま
高
次
脳
機
能
障
害

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

●
と
き　

11
月
27
日
㈰
午
後
０
時

30
分
〜
４
時
30
分　

●
と
こ
ろ　

県
庁
28
階
Ａ
Ｂ
室　

●
対
象
者　

一
般
市
民
、
関
連
専
門
職
の
人　

●
定
員　

２
０
０
人（
先
着
順
）　

●
参
加
料　

無
料　

●
申
込
方
法

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い　

●
問

い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ノ
ー

サ
イ
ド（
☎
０
８
０

－

３
４
１
９

－

６
２
３
３
・

０
２
７

－

２
６

０

－

１
２
９
４
）

講習
パ
ワ
ー
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

講
習
会
in
渋
川

　

パ
ワ
ー
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
ジ

ョ
ギ
ン
グ
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
中

間
的
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
年
齢
や

ス
ポ
ー
ツ
経
験
の
有
無
を
問
わ
ず

始
め
ら
れ
、
健
康
増
進
に
役
立
ち

ま
す
。
講
師
の
ハ
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ

・
ガ
ウ
ダ
ー
さ
ん（
競
歩
の
五
輪
金

メ
ダ
リ
ス
ト
）が
、
自
身
の
体
験
談

を
交
え
て
実
技
講
習
を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

11
月
23
日
㈷
午
後
２
時

〜
３
時
30
分　

●
と
こ
ろ　

子
持

社
会
体
育
館　

●
参
加
料　

無
料

●
持
参
す
る
も
の　

運
動
の
で
き

る
服
装
、
上
履
き　

●
参
加
方
法

当
日
会
場
へ　

●
問
い
合
わ
せ
先

北
関
東
循
環
器
病
院（
☎
０
２
７

－

２
３
２

－

７
１
１
１
）

催し
三
愛
荘
バ
ザ
ー

●
と
き　

11
月
20
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
２
時（
雨
天
決
行
）　

●
と

こ
ろ　

三
愛
荘（
渋
川
／

明
保
野
）　

●
内
容　

日
用
雑
貨
品
、
食
料
品

等
の
販
売
、
施
設
利
用
者
の
作
品

展
示
、
模
擬
店
な
ど　

●
問
い
合

わ
せ
先　

三
愛
荘（
☎
㉒
１
０
２
７
）

案内
蘇
る
心
の
風
景
２
０
１
１

〜
廃
校
で
の
13
人
展
〜

●
と
き　

11
月
11
日
㈮
〜
13
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

●
と
こ

ろ　

赤
城
工
房（
赤
城
町
棚
下
・
旧

棚
下
小
学
校
）  

●
内
容　

木
工
や

絵
画
な
ど
の
作
品
展
示　

●
入
場

料　

無
料　

●
問
い
合
わ
せ
先　

赤
城
工
房（
☎
56
３
０
６
２
）
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特
定
健
診
な
ど
の
受
診
の
ご
案
内

若
年
者
の
健
康
確
認
に
／
わ
か
ば
健
康
診
査

休
日
健（
検
）診
を
最
終
週
の
土
・
日
曜
日
に
実
施

対
象
は
20
歳
〜
39
歳
の
人
で
す

集
団
で
の
受
診
日
は
11
月
中
に
16
日
間

最
終
日
は
29
日
の
火
曜
日
で
す

11
月
26
日
㈯
と
27
日
㈰
に
休
日
健
診
を
実
施

希
望
者
は
渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー
に
予
約
を

　

今
年
度
、
市
が
実
施
し
て
い
る
特

定
健
診
な
ど（
国
保
特
定
健
診
、
後

期
高
齢
者
健
診
、
胃
が
ん
検
診
、
大

腸
が
ん
検
診
、
前
立
腺
が
ん
検
診
）

の
集
団
健（
検
）診
は
、
11
月
の
日
程

で
終
了
と
な
り
ま
す（
別
表
１
参
照
）。

　

各
地
区
で
の
実
施
日
に
受
診
で
き

な
か
っ
た
人
は
、
都
合
の
良
い
日
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
日
に
受
診
で
き
な
い
人

の
た
め
に
、
26
日
㈯
と
27
日
㈰
に
休

実
施
し
ま
す
。
わ
か
ば
健
康
診
査
を

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
で
、
平
日

に
受
診
で
き
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
、
休

日
健
診
日
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
休
日
健
診
を
受
け
る
に
は
、
事
前

　

毎
月
１
回
実
施
し
て
い
る
「
わ
か

ば
健
康
診
査
」。11
月
以
降
の
日
程
は
、

別
表
２
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
11
月
は
、
特
定
健
診
な
ど

と
合
わ
せ
て
、
休
日
健
診
を
２
日
間

日
健（
検
）診
を
行
い
ま
す
。
休
日
健

（
検
）診
は
、事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
二
渋
川
保

健
セ
ン
タ
ー（
☎
㉕
１
３
２
１
）に
電

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
65
歳
以
上
の
国
保
特
定
健
診
と
後

期
高
齢
者
健
診
は
、
11
月
30
日
㈬
ま

で
指
定
医
療
機
関
で
受
診
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

※
国
保
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
を
受
け
た
人

に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ　

二
渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

問
診
、
身
体
測
定
、
血
圧
測

定
、
尿
検
査
、
血
液
検
査（
脂
質
）　

※
血
液
検
査
は
医
師
の
指
示
に
よ
り
、

肝
機
能
、
糖
代
謝
、
貧
血
検
査
も
実

施
し
ま
す
。

対
象
者　

20
歳
〜
39
歳
の
人（
昭
和

47
年
４
月
１
日
〜
平
成
４
年
３
月
31

日
生
ま
れ
）

持
参
す
る
も
の　

わ
か
ば
健
康
診
査

受
診
票
、
個
人
負
担
金
５
０
０
円
、

健
康
手
帳（
持
っ
て
い
る
人
）

や
受
け
る
予
定
の
あ
る
人
は
、
国
保

特
定
健
診
ま
た
は
後
期
高
齢
者
健
診

は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
５
月
下
旬
か
ら
９
月

上
旬
の
間
に
郵
送
し
た
受
診
票
と
案

内
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
時
に
は
、
受
診
票
、
保
険
証
、

個
人
負
担
金
な
ど
が
必
要
で
す
。
受

診
票
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
渋
川
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
本
保
険
年
金
課
）

予
約
方
法　

電
話
で
渋
川
保
健
セ
ン

タ
ー（
☎
㉕
１
３
２
１
）へ

そ
の
他　

新
た
に
わ
か
ば
健
康
診
査

の
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
渋
川
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

別表１　各種健（検）診
　　　　11月実施日程

日　程 ところ

１日㈫

二
渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー

４日㈮

７日㈪

８日㈫

９日㈬

10日㈭

11日㈮

14日㈪

18日㈮

21日㈪

22日㈫

24日㈭

26日㈯※

27日㈰※

28日㈪

29日㈫

※要予約。

別表２　わかば健康診査日程
期　　日 受診時間

11月26日㈯  午前９時30分
　　　～11時  
 ※要予約。11月27日㈰

11月29日㈫
 午後１時30分
　　　　～３時

12月19日㈪

 午前９時30分
 　　　～11時

１月26日㈭

２月22日㈬

３月22日㈭
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食
改
推
の
『
健
康
ア
ッ
プ
料
理
教
室
』

定
員
は
30
人
／
申
し
込
み
は
11
月
18
日
ま
で
に

ご
家
庭
の
献
立
に
健
康
料
理
を
取
り
入
れ
て

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
サ
ヨ
ナ
ラ

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を

予
防
し
、
健
康
な
毎
日
を
送
る
た
め

に
、
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

と
き　

12
月
１
日
㈭
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
１
時（
午
前
９
時
受
付
開
始
）

と
こ
ろ　

渋
川
ほ
っ
と
プ
ラ
ザ

内
容　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
を
予
防
す
る
食
生
活
の
話
、
調
理

実
習（
イ
ワ
シ
の
酢
煮
、
里
芋
の
コ

ロ
ッ
ケ
、
小
松
菜
と
油
揚
げ
の
煮
び

た
し
、
鮭
入
り
か
す
汁
、
か
ぼ
ち
ゃ

の
マ
フ
ィ
ン
な
ど
）

　

市
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議

会（
食
改
推
）渋
川
地
区
で
は
、
家
族

の
健
康
増
進
を
目
的
に
「
健
康
ア
ッ

プ
料
理
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
に
よ
る
肥
満
に

加
え
て
、
高
血
圧
、
高
血
糖
、
高
脂

血
症
の
う
ち
、
２
つ
以
上
該
当
し
て

い
る
と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）と
判
定
さ
れ

ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
は
、
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
脳

卒
中
や
心
疾
患
を
発
症
す
る
危
険
性

を
高
め
ま
す
。

※
献
立
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
で
健
康

に
関
心
が
あ
る
人

定
員　

30
人（
先
着
順
）

参
加
料　

３
０
０
円（
材
料
費
）

持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

き
ん
、
筆
記
用
具

申
込
方
法　

電
話
か
直
接
二
渋
川
保

健
セ
ン
タ
ー（
☎
㉕
１
３
２
１
）ま
た

は
各
地
区
の
食
生
活
改
善
推
進
員
へ

申
込
期
間　

11
月
７
日
㈪
〜
18
日
㈮ 作って食べてメタボ対策を

こ こ ろ の病気や不安・悩みの電話相談
　仕事などで平日に相談ができ
ない人のために、精神科医師、
精神保健福祉士などが電話相談
に応じます。
●とき　11月20日（日）午前10時
～午後３時　●対象者　こころ
の病気などについて相談のある
人（本人または家族）　●相談方

　群馬県医師会では、現在未
就業の看護・介護の有資格者
などを対象にした「地域人材
育成のための就業体験事業」
の参加者を募集しています。
医療機関や介護施設などで働
きながら、３カ月間の研修を
受けませんか？
◆研修期間　平成24年３月ま
でのうちの３カ月間
◆研修（勤務）場所　県内の医
師会に登録された研修受入施
設および看護学校
◆内容　申し込んだ医療機関
等で勤務しながら、看護学校
などで研修を受けてもらいま
す
※研修期間中は給与が支給さ
れます。また、研修終了後は、
研修受入医療機関で勤務する
ことも可能です。
◆対象者　▷未就業の看護職
員（看護師、准看護師）　
▷未就業の介護職員（介護福祉
士、介護員、看護助手）　
▷東日本大震災の被災者
※介護職は、無資格・未経験
でも可。
◆問い合わせ先　群馬県医師
会（☎027-231-5311）または
渋川地区医師会（☎㉓1181）

法　専用電話（☎027-290-292
0）へ　※より多くの人の相談を
受けるため、個々の相談時間を
制限させていただく場合があり
ます。　●相談料　無料（ただし、
電話代は掛かります）　●問い合
わせ先　群馬県精神保健福祉協
会事務局（☎027-263-1166）

未就業の看護職や
介護職などの人へ
～働きながらの就業研修～



　高齢化が進むことで、介護に
関する課題は多様化しています。
　こうした中、多くの人に介護
を身近なものとしてとらえ、か
かわってもらうことが必要と
なっています。
　厚生労働省では、高齢者や障
害のある人などへの介護につい
て、国民への啓発を重点的に実

施するための日として「11月11
日」を『介護の日』としました。
これは、国民が介護についての
理解と認識を深め、介護サービ
ス利用者とその家族、介護従事
者などを支援し、これらの人た
ちを取り巻く地域社会における
支え合いや交流を促進するため
に定めたものです。

　「いい日、いい日、毎日、あっ
たか介護ありがとう」を念頭に、
「いい日、いい日」にかけた覚え
やすく、親しみやすい語呂合わ
せとなっています。
　この機会に介護について考え
てみませんか。
　詳しくは、本高齢福祉課（☎㉒
2116）へ。

「いい日いい日」で明るい地域社会を
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リハビリテーション科　水・金曜日午後（予約制）

 相手を尊重しましょう

　認知症の人は、自分が認知症で
あることを理解していないことが
多いようです。また、認知症の初
期には、正常な状態と認知症の症
状が混在して現れます。そのため、
ほかの人から行動を制限されたり、
言動を注意されたりすると、自尊
心を傷つけられたと感じます。
　認知症の人と接するときは、相
手が間違った行動をしても、否定
や訂正をするのではなく、本人の
自尊心を傷つけないように心掛け
ることが大切です。

 個別に考えてサポートを

　認知機能に衰えが出た人も、普
通の人と同様に、希望や不安はそ
れぞれ異なります。
　認知症の人が、その人らしく過
ごせるようにするには、本人にど
んなサポートがあればいいのかを

個別に考えることが必要です。生
い立ちや生活スタイル、家族関係、
性格など、その人のこれまでの人
生や価値観を理解して、尊重して
いくような対応を心掛けましょう。
　認知症の人は、仕事や健康など
の喪失感が大きくなっていること
があります。言葉や態度で気持ち
を表に出せない人もいます。その
人の感情に寄り添い、安心感と信
頼感を築くことで、認知症の進行
をくい止められることもあります。

 介護者は問題を抱えない

　認知症の人を介護する際に大切
なことは、介護者が一人きりで問
題を抱えないことです。家族や親族、
近隣の人などに、認知症の症状や
日常生活の介助の状態を的確に伝
えて、周囲の人からの援助を受け
られる環境づくりをしてください。
　認知症について正しい理解をも
ち、認知症の人を見守る人が増え

ることで、安心して生活できる地
域がつくられていきます。

 気軽に認知症の相談を

　認知症の対応で悩んでいたり、
困ったことがあるときは、市の地
域包括支援センターや認知症コー
ルセンターなどへ相談してくださ
い。
《問い合わせ先》
▷渋川・伊香保地区＝地域包括支
援センター（本庁舎内・☎㉒217
9）
▷小野上・子持地区＝北部地域包
括支援センター（子持総合支所
内・☎605445）
▷赤城・北橘地区＝東部地域包括
支援センター（赤城総合支所内・
☎⑳6002）
▷群馬県認知症コールセンター
（☎027-269-4432）
▷認知症疾患医療センター（田中
病院内・☎545560）

認知症について考えよう

困ったときは相談窓口に電話を

認知症の人との接し方や介護する際の心構え
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健康の道しるべ

健
康
管
理
課

防
げ
る
事
故
か
ら

子
ど
も
を
守
り
ま
し
ょ
う

渋川総合病院

☎22ｰ4111
診療受付時間のご案内／
整形外科　火・木曜日　午前８時30分～10時30分、午後１時～３時　

　

子
ど
も
の
成
長
は
、
日
々
目
覚
ま
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
反
面
、
親

が
予
想
し
な
い
よ
う
な
行
動
か
ら
不
慮

の
事
故
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

子
ど
も
に
起
こ
り
や
す
い
事
故
を
、

子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
て
理
解
し
、

事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

1
月
齢
に
よ
っ
て
多
い
事
故

⑴
０
カ
月
〜
12
カ
月
ご
ろ

　

寝
返
り
や
、
ハ
イ
ハ
イ
を
す
る
よ
う

に
な
る
と
、行
動
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。

ベ
ッ
ト
な
ど
の
落
差
の
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
の
転
落
や
、
摘
ん
だ
も
の
を
口
に
持

っ
て
い
く
こ
と
に
よ
る
誤
飲
を
起
こ
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
テ
ー
ブ
ル

の
上
の
物
に
手
を
伸
ば
し
て
熱
い
汁
物

を
こ
ぼ
し
て
や
け
ど
を
し
た
り
、
危
険

な
こ
と
が
分
か
ら
ず
包
丁
な
ど
に
触
っ

て
け
が
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

⑵
１
歳
〜
２
歳
ご
ろ

　

歩
い
た
り
、
走
っ
た
り
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
行
動
範
囲
が
さ
ら
に
広
が
り

ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
転
落
や
転
倒
で

体
の
打
撲
や
傷
が
絶
え
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
好
奇
心
か
ら
、
ポ
ッ
ト
や
炊
飯

器
な
ど
の
熱
い
も
の
に
手
を
伸
ば
し
、

や
け
ど
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑶
３
歳
〜
５
歳
の
こ
ろ

　

体
と
こ
こ
ろ
の
発
達
が
目
覚
ま
し
く

な
る
時
期
で
す
。
行
動
範
囲
は
よ
り
広

く
、
好
奇
心
は
さ
ら
に
旺
盛
に
な
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。

ベ
ラ
ン
ダ
の
柵
や
公
園
の
遊
具
か
ら
の

転
落
事
故
や
、
花
火
で
遊
ん
で
い
る
と

き
の
や
け
ど
、
道
路
に
飛
び
出
し
て
交

通
事
故
に
遭
う
心
配
が
で
て
き
ま
す
。

2
不
慮
の
事
故
か
ら
の
予
防

　

周
囲
の
大
人
は
、
子
ど
も
が
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
、
子
ど
も
の
行
動
に

気
を
配
り
、
安
全
に
生
活
で
き
る
環
境

を
整
え
ま
し
ょ
う
。

①
転
落
予
防
…
柵
の
設
置
や
安
全
ベ
ル

ト
を
活
用
す
る
。

②
や
け
ど
予
防
…
ポ
ッ
ト
は
お
湯
が
出

な
い
よ
う
に
ロ
ッ
ク
を
か
け
る
。
ア
イ

ロ
ン
や
熱
い
食
べ
物
、
飲
み
物
は
、
子

ど
も
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
の
上
に
熱
い
食
べ
物

類
を
置
か
な
い
。

③
誤
飲
予
防
…
た
ば
こ
や
化
粧
品
、
医

薬
品
の
ほ
か
、
ボ
タ
ン
や
小
さ
な
部
品

類
は
、
子
ど
も
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に

置
か
な
い
。

④
窒
息
予
防
…
子
ど
も
が
食
べ
る
食
品

の
性
質
を
知
り
、
飲
み
込
ん
だ
と
き
の

大
き
さ
に
気
を
付
け
る
。

⑤
お
ぼ
れ
予
防
…
浴
槽
や
洗
濯
機
の
水

は
溜
め
て
お
か
な
い
。
子
ど
も
が
登
れ

る
所
に
踏
み
台
な
ど
を
置
か
な
い
。

⑥
外
傷
予
防
…
刃
物
は
、
子
ど
も
の
手

の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。
車
や
家

の
扉
を
開
け
閉
め
す
る
と
き
は
、
子
ど

も
の
手
が
挟
ま
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
る
。



R e l a x a t i o n  S q u a r e
や す ら ぎ の 広 場

フォト
しぶかわ

　今年で61回目を迎える社団法人渋川青年会議所主催の「日本のま
んなか渋川駅伝大会」は、半世紀を超える伝統ある大会です。昭和
の合併前から始まり、そのころは北群馬駅伝大会として開催。参加チ
ームは、地域の代表として当時の北群馬郡の町村対抗から出発しま
した。そして参加者の幅は県や全国、さらにはイタリアのフォリーニ
ョ市と、世界にまで拡大。また、大会をきっかけに同市と本市は、姉
妹都市として結ばれました。
　なお、今年の大会は、11月23日(祝)に開催されます。

　このコーナーでは、皆さんが撮影した季節感のある風景や催し物などの写真(特定
の人物を中心にしているものは除く)を掲載します。写真１枚にタイトルと撮影場所、
撮影日、住所、氏名、電話番号を明記して広報情報課(〒377-8501・石原80・
kouhou@city.shibukawa.gunma.jp)へ。

表紙の写真　10月８日に開催された中村保育園の「運動会」。“探検”
をテーマにして、おばけ退治の玉入れや怪獣島から舟で動物を助け出す
競争など、冒険に置き換えられた種目に挑む園児たち。ときには保護者
も参加して、「たからのちず」に描かれた宝箱を目指してがんばりました。

うぶごえ（９月生まれ)
男の子　29人
女の子　18人

　　　広報しぶかわ 発行／渋川市
〒377-8501　群馬県渋川市石原80　TEL 22-2111　FAX 24-6541
平成23年11月１日発行　通巻137号　印刷／朝日印刷工業株式会社
市ホームページアドレス　http://www.city.shibukawa.gunma.jp/

郷土の魅力をひとめくり

駅伝は　競ってつなぎ　ゴールまで

渋川かるた vol.19

【田に咲くヒガンバナ】
撮影場所：北橘町八崎地内
撮影日：平成23年10月２日
撮影者：田子達野さん(北橘町分郷八崎)
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